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現
在
の
福
井
商
工
会
議
所
お
よ
び
福
井

保
健
所
が
所
在
す
る
敷
地
は
、
戦
前
、
足

羽
郡
木
田
村
木き

だ田
地じ

方か
た

に
属
し
、
福ふ
く

井い

精せ
い

練れ
ん

加か

工こ
う

㈱
（
現
セ
ー
レ
ン
㈱
）
の
西
浜
工

場
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。

　

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
福
井

の
繊
維
産
業
は
「
羽
二
重
王
国
」
と
し
て

そ
の
名
を
馳
せ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
羽

二
重
の
輸
出
先
は
欧
米
で
、
現
地
で
流
行

に
合
わ
せ
て
染
色
や
捺な
っ
せ
ん染
と
い
っ
た
最
終

加
工
が
行
わ
れ
た
た
め
、
福
井
で
は
精
練

技
術
の
高
度
化
が
進
ん
だ
が
、
染
色
は
十

分
に
発
達
し
な
か
っ
た
。

　

転
機
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
大
不
況

で
あ
る
。
輸
出
羽
二
重
は
深
刻
な
不
振
に
陥

り
、
県
内
の
機
業
界
は
綿
織
物
な
ど
多
様

な
織
物
生
産
へ
と
舵
を
切
る
こ
と
と
な
っ

た
。
綿
織
物
は
羽
二
重
と
は
異
な
り
、
多

く
が
染
色
を
施
し
て
取
引
・
輸
出
さ
れ
る
。

当
初
、
こ
の
染
色
加
工
は
京
阪
地
方
な
ど

の
県
外
業
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
生

産
量
の
増
加
に
伴
い
、
福
井
の
産
地
内
に

独
自
の
染
色
加
工
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
工
業
試
験
場
は
綿
織
物

の
染
色
加
工
に
取
組
み
、
並
行
し
て
、
当
時

の
福
井
政
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
松ま
つ

井い

文ぶ
ん

太た

郎ろ
う

（
衆
議
院
議
員
、
福
井
商
工
会
議
所

会
頭
、
県
織
物
同
業
組
合
長
）
は
、
福
井
染

色
を
設
立
し
、
自
ら
綿
布
の
染
色
事
業
に
進

出
し
た
。

　

当
初
、
染
色
部
門
の
強
化
策
と
し
て
は
、

松
井
が
設
立
発
起
人
代
表
を
務
め
た
福
井
精

練
加
工
の
内
部
部
門
を
拡
張
す
る
案
も
検
討

さ
れ
た
が
、
染
色
先
進
地
の
有
力
者
や
有
識

者
に
よ
る
「
分
業
化
・
専
門
化
す
べ
き
」
と

い
う
意
見
を
尊
重
し
、
独
立
し
た
新
会
社
の

設
立
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）
１
月
、
福
井

染
色
㈱
が
創
立
さ
れ
、
松
井
が
社
長
に
就
任

し
た
。
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
福
井
精
練
加

工
か
ら
西
浜
工
場
の
敷
地
や
ボ
イ
ラ
ー
設
備

を
譲
り
受
け
、
さ
ら
に
県
か
ら
も
補
助
金
の

交
付
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
官
民
が
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
設
立
直
後
に
輸
出
綿
織
物
の

不
況
が
襲
う
。
会
社
は
苦
悩
し
な
が
ら
人
絹

織
物
の
染
色
加
工
へ
の
転
換
を
決
断
し
た
。

当
時
、
福
井
産
地
で
は
綿
と
人
絹
の
交こ
う
し
ょ
く織か

ら
、
双
人
絹
織
物
へ
と
主
力
製
品
が
移
行
し

つ
つ
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
人
絹
も
ま
た
、

綿
と
同
様
に
最
終
製
品
と
し
て
輸
出
さ
れ
る

た
め
、
染
色
整
理
は
欠
か
せ
な
い
工
程
で

あ
っ
た
。

　

転
換
当
初
は
技
術
不
足
か
ら
苦
戦
を
強
い

ら
れ
、
数
年
に
わ
た
り
赤
字
が
続
い
た
。
し

か
し
、昭
和
恐
慌
な
ど
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、

松
井
の
死
去
後
の
昭
和
13
年（
１
９
３
８
年
）

に
は
、「
艶
つ
や
け
し
が
ん
り
ょ
う

消
顔
料
捺な
っ
せ
ん染
法ほ
う

」
で
特
許
を
取

得
し
、
経
営
は
安
定
し
た
。
こ
の
間
、
福
井

産
地
の
染
色
加
工
業
は
急
速
に
発
展
し
、「
人

絹
王
国
」
形
成
の
礎
と
な
っ
た
。

　

松
井
は
ま
た
、
福
井
県
輸
出
染
色
工
業
組

合
を
組
織
し
、
こ
れ
を
日
本
輸
出
人
絹
織
物

染
色
工
業
組
合
連
合
会
へ
と
発
展
さ
せ
、
自

ら
理
事
長
に
就
任
し
、
戦
前
の
日
本
の
人
絹

業
界
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
果
た
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文　

奥
山
秀
範
）

捺染業界の
花形であっ
たエムデン
加工。多く
の品評会で
金銀牌を受
賞した　▶︎

大正から昭
和にかけて
福井経済を
牽引した
松井会頭
◀︎


